
ベストリサイクラーズ4社が含同賀 各
〓

都内で日本自動車リサイクル部品協

▲挨拶するり協    ▲挨拶する経産省
栗原裕之実行委員長  藤岡伸嘉室長

▲者5内港区のインターコンチネンタル東京ベイホテルで開かれたり協と
BESTリサイクラーズアライアンスとの合同新年賀詞交歓会

1月23日 、都内港区のインターコンチネンタ

ル東京ベイホテルで日本自動車リサイクル部

品協議会といビッグウェーブ、輸」ARA,一 般社

団法人ARN、 いエス・エス・ジーのベストリサイ

クラーズアライアンス4社との合同新年賀詞交

歓会が関係者約200人 の参加を得て開かれ

た。今年はり協と日本ELVリ サイクル機構との

合併の話し合いが佳境に入ることから参加した

関連の行政側担当者及び業界関係者の口から

は真剣な想いが多く発せられ、熱気のこもつた

賀詞交歓会となつた。

交歓会の冒頭、挨拶に立った日本自動車リサイ

クル部品協議会実行委員長栗原裕之氏は「り協で

は今年6月に日本EL∨機構との合併を目指してい

るが、話し合いにはさらに時間が要すると見られ

ている。この機会に同業の未加入業者の参画を呼

び掛け、組織の強化を図りたいので関係各位のこ

協力を心からお願いしたい」と挨拶した。

◇経産・国交・環境の三省が挨拶

次に来賓として立った経産省製造産業局自

動車課自動車リサイクル室長藤岡伸嘉氏は「ダ

ボス会議の結果、廃棄プラスティックの問題が

クローズアップされてきた。中国の雑品輸入規

制もあり、根本的な対策が求められる。消費者

目線でのリサイクル部品利用の情報表示の標

準化が求められている。貴業界のまとまりは非

常に重要な時に来ているので今後のこ活躍に

期待している」と関係者にエールを送つた。

続いて、国交省自動車局整備課整備事業指

導官田路龍吾氏は「国内の交通事情は安全対

策の進展で過去最低の事故発生率を記録して

いる。また物流界ではホワイト物流という表現

で貨物運送の改革が進んでおり、健全な物流に

運送事業者のみならず荷主も積極的に参画し

てもらう法改正が進んでいる。この動きに対し

て貴業界のこ協力をお願いしたい」と続けた。

その後、環境省環境再生資源循環局総務課

リサイクル推進室室長補佐佐川龍郎氏は「今年

6月に日本がホスト国としてG20が 予定され、

同時に世界規模の環境大臣会合も開かれる。こ

の機会にリサイクル法の見直しも実施されるこ

▲挨拶する国交省   ▲挨拶する環境省   ▲挨拶する日本ELV

田路龍吾指導官   佐川龍郎室長補佐  石上岡1副代表理事

▲懇親会での輸」ARA北 島宗尚社長と ▲懇親会でのlllエコアール石井浩道社長
帥高橋商会高橋敏会長       lllユ ーパーツ清水信夫会長、

閉BW服 部厚司社長

とから、今後の環境対策の基本方針を改めて見

直す時期に来ている。貴業界のこ協力をお願い

したい」と同省の意向を述べた。

◇ELVの 石上副代表理事が説明

最後に日本EL∨リサイクル機構副代表理事

の石上岡」氏が「EL∨機構としては地域組合の支

部制への移行という問題を抱えていて、同時

に、ふたつの組織合併の話し合いが始まつたこ

とから関係者間の話し合いが難航している。も

う少し時間がほしいという事情が出てきた。鋭

意、話し合いの密度を高めたい」と両組織の合

併についての近況を報告した。

後半、懇親会の中締めをい」ARA北 島宗尚

社長が行い「本日は多数こ参加いただき感謝申

し上げたい。関係者が集まつて種々の意見交換

する場所を提供して行く努力は続けていきた

い。今年は改元の年でここに集まつた各位の力

で新しい時代を乗り切つていけると確信してい

る。勢いを付けて前進しましょう」と挨拶し、関東

三本締めで賀詞交歓会を締めくくつた。

▲懇親会で談笑する栗原、石上の両氏



新年度総会懇親会を都内浅車ビュ…ホテルで
JARAグ ループの新方針を各方面に公表
」ARAグ ループ(土門志吉会長)と輸JAR

A(北 島宗尚社長)は3月 8日 、都内台東区の

浅草ビューホテルで」ARAグ ループいJAR

A合同の総会懇親会を開催する。

同日午前中のい」ARA第 16期株主総会を

受け、13時からの第5回」ARAグ ループ総会

では30年 度活動報告と31年 度活動計画が

発表される。引き続いて17時30分 から総会

懇親会を開く。

総会懇親会では代表挨拶、来賓紹介、提携

企業紹介が予定され、後半、懇親会が催され

る。

ビッグウェ韓ブが戦略会議 タブレット説 開催

グル中プ内での部品流通促進観 い課題

帥ビッグウェーブ(服部厚司社長)は1月24日

都内の浅草文化観光センターで今年第1回目の

ビッグウェーブ戦略会議を5地区の地区長を招

集して開催した。BW本 部役員も含む9名にて加

盟店間流通の数値管理の強化を目指す討議が

行われ、討議は熱のこもつたものとなった。

また、同社は翌1月25日 、秋田市のいリー

テックスと同じく秋田市の∽カイテンの両社

で午前と午後の二回に分けて「タブレット版A

TRS導 入見学会」を開催した。

このタブレットはAttRSシ ステムの端末版

で部品情報及び写真撮影、登録情報の処理を

円滑化するもので見学に参加したBW加 盟店

は販売及び在庫管理強化を目的に、複数導入

予定との事だ。

▲BW戦 略会議は関係者9人 で討議された ▲ATRSタブレットの説明会が秋田市で開催された

ス…バーラインシステム
「スマホ版コンシェJレジュシステム」提供開始
手元の携帯で簡単にリサイクル部品の発注できるツール
この度、」ARAシ ステム(※・注釈)のスーパ

ーラインシステムについて、スーパーライン

システムに同調するスマホ版リサイクル部品

検索依頼発注システム「リサイクル部品検索

コンシェソレジュシステム」を開発、このほど関

係者に提供を開始した。このシステムはスマ

ホにアプリを開設して、リサイクル部品の発注

が、市場のあらゆる位置で簡単に出来るもの

で今後の成り行きが注目されている。

(※ ÄTRS、 スーパーラインシステム、リパ

ーツダイレクトシステムの3種 )

システムの内容は日常誰もが所有するスマ

ホにアプリを設定、部品購入希望者が車検証

の情報と欲しい部品をインプットして送信す

ると、SPLシ ステム利用会員が蓄積されたデ

ータを駆使して条件に適する在庫を検索し、

複数点スマホに返すのでその中から購入商

品を決めると、その場で成約、即刻商品の発

送という流れになり機能性は高い。

い」ARAで はこのリサイクル部品検索コンシ

ェルジュシステムをSPLシ ステム利用会員に無

料配布し、日常の部品販売活動の効率化を図

る。操作方法はSPLシ ステムを稼働させている

事業所では、パソコンと作業手順はほぼ同等

で、導入にあたつて困難な課題はなにもない。

一歩進めて、この携帯アプリをSPLシ ステム

利用会員が実際に取引している新品部品商、用

品販売業者、整備工場、ガソリンスタンドなどに

提供することも可能で、検索そのものは、その

専門であるSPLシ ステム利用会員が行うため、

リサイクル部品取引上の専門知識のない事業

者でも簡単にリサイクル部品の発注ができる。

手軽なスマホ感覚で素人筋でもリサイクル

部品の買い付けができるソフトと言う点では、

今までにはなかつた内容で、今後はこのシス

テムを現場でどのように活用するかの研究が

テーマとなってきそうだ。

また今回のサービスについてSPLシ ステム利

用会員からも「SPLシ ステムの部品受発注シス

テムは既に稼働してきたものが、スマホ版として

さらに簡略化されて発展したことで、新しい商談

発掘のきつかけになりそうだ」と評価している。



」ARAグ ループの世代交代が進んでいる。

宮城県の0阿 部自動車商会の阿部健―社長

も先ころ父君善雄氏より経営を引き継いだば

かり。規模は小さいが社員―丸となつてリサイ

クル部品の生産販売に取り組んでいる。宮城

県は(株)イマイ自動車、(株)三森コーボレー

ションなどグループの老舗が割拠するリサイ

クル王国だ。阿部健―氏は目下、」ARAグ

ループの教育部副部長の要職にあつて自動車

リサイクル経営の基本を探る任務に付いてお

り、代表就任を機にこれからのリサイクル部品

ビジネスの見通しを聞いてみた。

まず阿部社長の経歴をお話しください。

阿部 わたしは現在54歳 で、東北学院大経済

学部を出て、二年程印刷会社に勤務した後、父

の会社に入りました。父は地元宮城県中古自動

車解体再生部品卸協同組合の理事長を6年 間

務めていた経緯があつて、」ARAグ ループのい

三森コーポレーシ∃ンの故守屋隆之氏や、(株)

イマイ自動車の今丼鐵也氏とは交流が深かつ

たので、わたしも自然に大手のこ両社との関係

が深くなつて行きました。ちょうど(株)三森

コーポレーシ∃ンさんの組織戦の活動のなか

で(有)平地商会さん、(有)カーパーツマルサさ

ん、(有)渡辺自動車さん、(有)成澤商会さん、

(有)鈴和商会さんらといつしょに当時のNGP

グループの枝番号を同社から貰つていろいろ

教えて頂いたわけです。その後SPNク ラブの

結成から」ARAグ ループヘと進むなかでさら

に企業として成長させて頂いたということで

す。とくにいイマイ自動車の今丼鐵也会長に品

質管理の在り方を丁寧に教えて頂いたことは

今思えば我々にとつてほんとうに大きい経験

だつたと感謝しています。

ところでお父様は現役当時はどういうお働き

ぶりでしたか。

阿部 当社は昭和48年 の倉」業で、当時は父と

母の二人が農業と兼業で自動車解体を始めた

のです。ともかく非常に器用な人で、工場の建

屋など自分でどんどん建築して、勿論自動車解

体も同時にこなすという働き者でした。わたし

が幼い頃から見ていた限りでは言葉で仕事を

教えると言うより、傍で見て身体で覚えろとい

社員間の意思疎通改善して

妥当なリバーツ価格目指す
く「JARAグループのブランド化に挑戦します」とぃう阿部社長

うほうがぴつたりの人でした。朝仕事に農作業

をし、その後工場で自動車を解体するという具

合でほんとうに働き者でした。

阿部自動車商会さんは現状、どのような規模

ですか。

阿部 当社は現在、総社員フ人で、月間の処理

台数は約30台 、部品の在庫量は7500点 で

す。正式に代表に就任したのは今年に入つて1

月11日 です。父は今も言いましたように社員

に対していろいろ言つて聞かせるようなタイプ

ではなかったので私はこれからその不足して

いた部分を大いに補つて、社員の想いを経営

に反映させる姿勢を打ち出して行くつもりで

す。正直なところ私が専務時代に無口な父と社

員の仲立ちを十分にしてやれなかつたことが

今思えば悔やまれます。これからの時代は働き

易い職場造りはどのような業種でも強く求め

られるわけですから、今年から大きく社内の雰

囲気造りに経営の方向を転換して行こうと思つ

ています。

具体的にはどういうことを考えておられますか。

阿部 社員間のコミュニケーシ∃ンの改善で

す。私と社員の間は当然ことで、互いの部門こ

との想いの共有も促進させていきます。お互い

の人生の大半を職場で過こすわけですから働

き易さと言うことはとても重要なことだと思い

ます。幸い私の妹の美和子が総務関係を全部

取り仕切つてくれていますので、わたしの気持

ちが決まれば方向転換は可能だと思います。

ではここで阿部社長のリサイクリレ部品流通に

関してのお考え方を聞かせてください。

阿部 わたしは商売の基本姿勢は近江商人の

いわゆる「売り手、買い手、世間の三方良し」だ

と思つていまして、自動車リサイクルビジネス

はまさにその見本のようなものだと常に思つて

います。良質で安価なリサイクル部品が流通す

ることで社会環境の改善にも繋がりますから、

文字通り近江商人の三方良しにはまつていると

思うのです。しかし、ここで考えなければいけな

いのは、最近はリサイクル部品の流通価格が高

騰傾向にあつて、本来の新品の半値という枠か

らだんだん外れてきているように感じるので

す。言い換えますと値の張るリサイクル部品の

売り先は先細りになるのではないかと不安を覚

えています。インターネットに出品すれば高く

売れたと安易に喜んでいたらとんでもないこと

になるような気がします。やはり当初の原則で

ある新品の半値というラインに話を近づける努

力は必要ではないでしょうか。それと流通はB

toCで あると同時にBtoBで もあるわけで双方

の形を常に複眼で見つめつつ商談を展開して

いく必要があると思つています。とくに自動車リ

サイクル部品と言う商品はカーユーザーと整

備事業者の双方の視線を意識して流通に携わ

るべきではないかと思つています。

具体的にどういう手順が必要でしょうか。

阿部 一つの考え方ですが自動車リサイクル

部品のブランド化はもつと研究すべきではない

かと思います。せつかく」ARAグ ループという

組織を私たちは抱えていますので、部品と言う

商品のブランド化、その流通に関わる人材のブ

ランド化、グループを構成している企業のブラ

ンド化などです。具体的にこの三つのブランド

化をどうすればいいのかは今後、関係者全員

の総意を結集して取り組んでいけば必ず良い

答えが出て来ると思います。

なるほどそういう考え方もありますね。では今

後の自動車の電動化、EV化 については自動

車リサイクルにどういう影響を与えるとお考

えでしようか。

阿部 私は将来のEV化 の流れについては規

模が小さいリサイクル事業者が個々に考えよ

うとしても難しいと思います。一例ですが数社

が連携して―定の商圏内に集約したEV解 体拠

点を共同で開設してそこで具体的な対策を検

討するのが早道ではないかと思つています。こ

れまで自動車解体の実務に関わつて来たわけ

ですから、自動車産業界の中ではやはり我々が

一番その対策を検討する1青報や技術を持つて

いると思います。ブロの解体屋が真剣に今から

その具体策を検討して一定の知見を準備して

おくことが必要ではないでしょうか。いままで

培つてきた基本の解体技術、リサイクル部品生

産技術は今後も決して無駄になる事はないと

思つています。今からお互いに知恵を絞り合つ

て研鑽しておくことが大事ではないでしょう

か。私自身が」ARAグ ループの結束力に大い

に期待しているところです。



写真撮影鐘新入畿力投入
無駄のな鏃ヽ都轟生産目畿す

▲地元に根を張る商売の同社 ▲阿部将希生産担当

新潟県の0ツ ボイ(坪丼利博社長)は倉」業が昭

和43年 、法人化は平成 15年 と、この業界では古

参である。当初は解体を主体に中古部品を販売

していたが、平成 ]0年 にビッグウェーブグループ

に入会し、国内の部品販売を強化し始めた。現

在、総社員は5人で、月間の解体台数は90台 。部

品の在庫量は5000点 を維持する。手堅く丁寧

な部品取りを行つている。

|)生産現場に若手を投入

その同社が二年前に採用したのが阿部将希氏

(22歳 )だ。同氏は入社後、現場で部品の生産と

写真撮影、及び倉庫管理を担当、生産に絡む実

務を研修中だ。

「入社間もないのでまだまだ修行中ですが、最

近ようやく仕事の要領が分かつてきました。とく

に外装部品はメーカーや車両によってはめこみ

方が違うので注意しながらはずしていますJとし

ている。

そんな阿部氏だが実は整備専門校の出身で

二級整備士資格は持つており、自動車の基礎知

識は確かなものを持つている。このまま、順調に

解体現場の経験を積んでいけば、間もなくリサ

イクルのベテランに成長することは間違いない。

同社では車両置き場が本社以外に三か所あり、

在庫データを確認しながらそれぞれの置き場から

生産指示に合致する車両をビックアップして生産ス

ピードをあげている。阿部氏の作業はこれらの作業

を効率良くこなすことで新人ながら責任は重い。

●処理台数絞り込み部品確保

さらに同社では入庫の台数を極力絞り込んで

おり、現状、5000点 平均の在庫を確保するなど

品質重視の経営を行つている。

社歴が永い分、業界の本質の部分に目が向け

られており、無駄のないリサイクル部品の生産を

阿部氏が目下、受け継いでいるようだ。
一方、阿部氏の趣味はやはリクルマで只今卜∃

夕のソアラに乗つている。越後人らしい実直さが

光る彼だが、まだまだこれからの人生は永い。仕

事も趣味のカードライブも思う存分楽しむことが

必要だ。0ツ ボイの若いキーマンの今後の成長

ぶりが注目される。

新潟市南区神屋406番 地 1

丁匡L025 372 1741躙

飾 株式会社 」ARA
〒103‐0028 東京都中央区八重洲1‐1‐8 ノヽ重洲KTビルlF
TEL 03‐3548‐3010 責任者/柴 田 純奈

安惟戦力の涌薦飩成動し
急饉長総作業現場菫える

▲新しいビジネスモデルの同社   ▲大槻洋幸商品部リーダー

宮城県亘理郡亘理町の機Mogee(茂 木宏社

長)は2011年 倉」業で業界では新進気鋭、非常に

革新的なリサイクル経営に挑戦している。手法

は部品の在庫量を拡大してインターネット市場

に大量供給し、業績を挙げている。

その作業現場を倉」業以来、仕切つて来たのが

大槻洋幸商品部リーダー(40歳 )である。

大槻氏は観用植物のレンタル事業に携わつた

後、いMogeeに 勤めていた友人の誘いを受け、

立ち上げ二年後に同社に入社、これまで現場を

支えてきた。

◇丁寧な部品の資銀に自信

同氏の主要業務は生産された部品の写真撮

影と商品のネット登録。現在、月間の処理台数2

50台 で在庫量は48000点 を数える。

また人事的にも正規社員22名 に対してパート

タイマー32人 を配置、女性は全体の半分の28

名の活用に成功している。

「まず、生産の段階で売れ筋品を優先するのは

当然ですが、他店ではあまり扱われていないよう

な部品をも積極的に取り出し、品揃えは幅を広

げています。生産したほとんどの部品はインター

ネットに供給して販売の効率も向上させていま

す」としている。

現在はい」ARAの メンバーとして稼働しており

生産された内の約3000点 はAttRSに 登録して

いるが、今後はこの量もさらに拡大して関係を深

めるともいう。

「問題は出荷する部品の品質で、最終的には一般

の消費者を意識せざるを得ないことから程度の高い

ものを供給することに留意していますJとしている。

◆中古車や用品の販売にも戦カ

同社は亘理郡亘理町の本社と並行して名取市

に中古車専売拠点を開設、タイヤ ホイルの販

売、再生車のリボーンカーリース、車検及び部品

取り付け整備などを行い、同時にスリランカの首

都コロンボに輸出店舗を構えるなど戦略的な店

舗展開で注目されている。こういう特殊な経営

環境で全方位に目を配つたリサイクル部品の生

産と販売に携わる大槻リーダーの動きはまさに

キーマンというにふさわしいものがある。
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▲大槻洋幸商品部リーダー

JARAグ ループ会員

父親譲りの観理細やかさな
朧もヽ視野持つ次代の経常

▲グループのリビルト供給支える同社  ▲千葉高史代表取締役

いリンクスジャバンの代表者が替わつた。二代目

の千葉高史氏(32歳)が1月23日に正式に取締役

社長に就任、新しい動きを開始している。先代の千

葉菊雄氏は会長に昇格し、社業を統括するが日常の

業務はすべて千葉高史社長が仕切ることになつた。

◆海外での経験生かし新発想

新社長は地元名城大経営学部を卒業後、中国

大連のシステム開発会社に就職、6年間様々の

システム開発に従事した後、帰国し父君の会社に

入社、現在に至つている。

中国大連では自由にシステム開発の業務に携

わる事が出来たことから、日本の大手企業の総

務管理システム、生産管理システムの特徴を裏

側から見るチャンスに恵まれ、大企業が多数の下

請け企業をコントロールする実態を学ぶことが

できたという。

帰国後は先代の指導を受けて、リンクスジャパ

ンの基本姿勢を学び、持ち前の探究心ですでに

要点はしつかり自分のものにしたようだ。

「中国大連の本社からメキシコやタイなどの

海外にシステム導入のために派遣されたり、同地

の現場担当者と直接いろいろ情報交換出来たこ

とが今の私の基礎となつている。学ぶ機会を与

えてくれた先代に感謝している」という。

◆グル…プからの情報を経営に活用

彼にとつて海外生活は「現場の実情と世界の

情勢を同時並行で身に付ける事が出来た得難い

経験だつたJといえる。今後はその経験を生かし

て新しいリビルト部品の生産と販売に取り組むこ

とになる。

残された課題は同社の」ARAグ ループ内での

役害Jだが、「リビルト部品のラインナップ自体はリ

サイクル部品販売事業を側面から具体的に支援

出来るビジネスなので今後も鋭意取り組みま

す。それ以上に重要なことはリサイクル部品流

通の現場での具体的な1青報そのものが、リビル

ト部品生産の技術革新に不可欠なので、メン

バー各位のこ指導とこ鞭撻がわたしにとっては

必須の条件なのですJとしている。」ARAグ ルー

プとしても心強いリビルト部品の協力者で同氏

の代表就任に期待が集まつている。
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▲グループのリビルト供給支える同社


